
フィットコン®

コーン跡穴埋め処理材
（チューブ入りボンド付）

プッシュコン®

コーン跡穴埋め処理材

特　　　長
●  ‌�モルタル製コーンと特殊カプセル入り接着剤が
一体化されています。

●  ‌�接着剤によりモルタル製コーンと躯体が一体化
され、躯体を保護し美観を保ちます。

●  ‌�モルタル調合のわずらわしさや煩雑な左官作
業が解消されるため、熟練を要しないので誰で
も施工ができます。

●  ‌��特殊接着剤により、コーン跡穴へ確実に接着し
ます。

●  ‌�湿潤面への施工では、プッシュコンを使用しないで当社製品
モルタルコン・コーンボンドをご使用ください。

●  ‌�コーンの締め過ぎはさけてください。型枠組立て時のコーン
の締め過ぎは、コーンの変形につながりプッシュコンが正常
に納まらない場合があります。

●  ‌�プッシュコンはコーンの寸法に合わせて設計されています。
コーン寸法の異なる場合は使用できません。

● ‌�コーン跡穴のクリ粉・砂等のゴミは取り除いてください。
●  ‌�コーン跡穴よりすでに地下水等の水が流出している場合は
プッシュコンの施工は出来ません。

●  ‌�プッシュコン施工後は振動・衝撃を与えないで養生してくだ
さい。

●  ‌�表面仕上げ等を行う場合、接着剤の硬化を確認した後行って
ください。また、養生も十分行ってください。

●  ‌���冬期にプッシュコンを施工する場合、気温５℃以上で施工し
てください。

●  ‌��開封後はなるべく早目にご使用ください。

注意事項品　名 入数 梱包質量
（kg） 荷姿

プッシュコン
面合せ

100
×5 13 ケース

プッシュコン
面落ち

100
×5 12 ケース

モルタル製コーン

接着剤カプセル

丸セパ

コーン跡穴

１�．プッシュコンをコーン跡穴にセッ
トし、指で押し、接着剤カプセル
を破壊させてください。

接着剤

３．決め押しして、作業完了。２�．接着剤カプセルを破壊した後、
プッシュコンをコーン跡穴に平行
に差し込みます。

◆施工方法

施工方法

◆サイズ

◆フィットコン用ボンド

◆サイズ

面合せタイプ 23

29

面落ちタイプ 21

28.5

W5/16・W3/8兼用

あらかじめ、接着剤チュー
ブの外フタを外し、カッター
でノズルの先端部を５mm
程切断します。

フィットコンを上向きにした
状態で、チューブから図に
示す程度のボンドをフィッ
トコン上に押し出します。

ボンドがたれないうちに、
フィットコンをコーン跡穴
に平行に差し込みます。

決め押しして、作業完了。

③① ④②

種　類 入数（個） 梱包質量（kg） 荷姿
面 落 ち 500 11.0 ケース
面合わせ 500 12.0 ケース

特　　　長
●  ‌�チューブ入りボンド付きの「低コスト」モルタ
ル製コーンです。

●  ‌�誰にでも容易に施工できます。
●  ‌�躯体の仕上がりがきれいに行えます。
●  ‌�劣化や変色等の大きな物性変化もありません。

（接着剤）の養生日数
養生温度 養生日数
20℃ ３日〜５日
５℃ ７日〜10日

接着力
乾燥時 257N/cm2（26.3kgf/cm2）

型　　式 種類及び寸法
面　　落　　ち 面　合　わ　せ

W5/16・W3/8
兼用

●  ‌�雨天や湿潤面への施工は避けてください。
● ‌���コーン跡穴のコンクリートくずや砂などのゴミ
は取り除いてください。

●  ‌�コーンの締め過ぎに注意してください。型枠組
立て時のコーンの締め過ぎは、コーンの変形に
つながり、フィットコンが正常に納まらない場
合があります。またフィットコンはコーンの寸
法に合わせて設計されています。コーン寸法の
異なる場合は使用できません。

注意事項
● ‌���フィットコン用ボンドは、温度が５℃以上の場
所で施工してください。

●  ‌�フィットコンの施工後は、振動・衝撃を与えな
いで養生してください。

● ‌���表面仕上げ等を行う場合、養生を十分に行い接
着剤の硬化を確認したのち行ってください。

●  ‌�フィットコン用ボンドは、開封後なるべく早目
にご使用ください。使用途中で保存する場合は、
チューブの外フタをしっかり締めてください。

5mm
切断位置

52


